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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル装置によって要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオンライン状態にあると判断するステップと、
　前記要求に対する、第１のユニバーサルリソースインジケータを含む応答を受信するス
テップと、
　前記モバイル装置のメモリに格納された複数のテーブルを更新するステップとを含む、
方法であって、
　前記更新するステップは、
　　前記第１のユニバーサルリソースインジケータを前記複数のテーブルのうちの第１の
テーブルに追加するステップと、
　　前記応答の一部を前記複数のテーブルのうちの第１のテーブルに追加するステップと
を含み、前記方法はさらに、
　前記モバイル装置によって第２の要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断するステップと、
　前記モバイル装置の前記メモリに格納された前記複数のテーブルに基づいて、前記第２
の要求に対するローカル応答を生成するステップとを含み、前記第２の要求に対する前記
ローカル応答を生成するステップは、前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断す
るステップに基づいて行なわれる、方法。
【請求項２】
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　前記更新するステップは、前記第１のユニバーサルリソースインジケータを前記複数の
テーブルのうちの第２のテーブルに追加するステップをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記応答の一部またはすべてを、前記モバイル装置のメモリに、あるアドレスで格納す
るステップと、
　前記複数のテーブルのうちの第３のテーブルにおいて、前記アドレスを識別子にマッピ
ングするステップとをさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別子は前記応答に含まれる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記更新するステップは、前記識別子を前記複数のテーブルのうちの別のテーブルに追
加するステップをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記更新するステップは、前記応答の第２のユニバーサルリソースインジケータを前記
複数のテーブルのうちの第４のテーブルに追加するステップと、前記識別子を前記第４の
テーブルに追加するステップとをさらに含む、請求項３～５のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項７】
　前記第１のユニバーサルリソースインジケータは、連絡先集合リストビュー定義を定義
する、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のユニバーサルリソースインジケータは、スプリングボードビュー定義を定義
する、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のユニバーサルリソースインジケータは、モバイル装置が前記オフライン状態
にある場合に、前記モバイル装置によって１つ以上の特徴が表示されることを可能にし、
前記１つ以上の特徴は、
　　オフライン検索、
　　オフラインソーティング、
　　オフラインコンポーネント一致、および
　　動的ビューのオフライン作成、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　命令を格納するメモリであって、モバイル装置が前記命令の実行に応答して方法を実施
し、前記方法は、
　要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオンライン状態にあると判断するステップと、
　前記要求に対する、第１のユニバーサルリソースインジケータを含む応答を受信するス
テップと、
　前記モバイル装置のメモリに格納された複数のテーブルを更新するステップとを含み、
　前記更新するステップは、
　　前記第１のユニバーサルリソースインジケータを前記複数のテーブルのうちの第１の
テーブルに追加するステップと、
　　前記応答の一部を前記複数のテーブルのうちの第１のテーブルに追加するステップと
を含み、前記方法はさらに、
　前記モバイル装置によって第２の要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断するステップと、
　前記モバイル装置の前記メモリに格納された前記複数のテーブルに基づいて、前記第２
の要求に対するローカル応答を生成するステップとを含み、前記第２の要求に対する前記
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ローカル応答を生成するステップは、前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断す
るステップに基づいて行なわれる、メモリ。
【請求項１１】
　命令をモバイル装置に、そのメモリへの格納のために送信するステップを含む、方法で
あって、前記モバイル装置は、前記命令の実行に応答して別の方法を実施するように構成
されており、前記別の方法は、
　要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオンライン状態にあると判断するステップと、
　前記要求に対する、第１のユニバーサルリソースインジケータを含む応答を受信するス
テップと、
　前記モバイル装置のメモリに格納された複数のテーブルを更新するステップとを含み、
　前記更新するステップは、
　　前記第１のユニバーサルリソースインジケータを前記複数のテーブルのうちの第１の
テーブルに追加するステップと、
　　前記応答の一部を前記複数のテーブルのうちの第１のテーブルに追加するステップと
を含み、前記方法はさらに、
　前記モバイル装置によって第２の要求を生成するステップと、
　前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断するステップと、
　前記モバイル装置の前記メモリに格納された前記複数のテーブルに基づいて、前記第２
の要求に対するローカル応答を生成するステップとを含み、前記第２の要求に対する前記
ローカル応答を生成するステップは、前記モバイル装置がオフライン状態にあると判断す
るステップに基づいて行なわれる、方法。
【請求項１２】
　前記更新するステップは、前記第１のユニバーサルリソースインジケータを前記複数の
テーブルのうちの第２のテーブルに追加するステップをさらに含む、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記別の方法は、
　前記応答の一部またはすべてを、前記モバイル装置のメモリに、あるアドレスで格納す
るステップと、
　前記複数のテーブルのうちの第３のテーブルにおいて、前記アドレスを識別子にマッピ
ングするステップとをさらに含む、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記識別子は前記応答に含まれる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記更新するステップは、前記識別子を前記複数のテーブルのうちの別のテーブルに追
加するステップをさらに含む、請求項１１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本願は、「オフライン可能なモデルグラフを定義するための方法およびシステム」（Me
thod and System for Defining an Offlinable Model Graph）と題され、２０１３年９月
２１日に出願された米国仮特許出願連続番号第６１／８８０，９０１号、ならびに「オフ
ライン可能なモデルグラフを定義するための方法およびシステム」と題され、２０１３年
１０月３１日に出願された米国特許出願連続番号第１４／０６８，７９０号の、米国特許
法第１１９条（ｅ）による国内利益を主張する。当該出願は全体として、およびあらゆる
目的のために、ここに完全にかつ十分に述べられているかのようにこれによって引用によ
り援用される。
【背景技術】
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【０００２】
　発明の背景
　企業アプリケーションは、顧客関係管理（customer relationship management：ＣＲＭ
）、資源計画、人材管理などを含む有益なサービスを企業に提供する。この発明は、セー
ルスサービスおよびマーケティングサービスを提供する例示的なＣＲＭに関して説明され
るが、この発明はそれに限定されるべきでないということが理解されるであろう。
【０００３】
　ＣＲＭは、会社と顧客とのやりとりを管理するために広く実施されている戦略である。
ＣＲＭサービスは、モバイル装置（たとえば、スマートフォンまたはタブレットコンピュ
ータ）を通してアクセスされ得る。この発明は、ユーザのモバイル装置を介してユーザに
ＣＲＭサービスを提供することに関して説明されるが、この発明はそれに限定されるべき
でないということが理解されるであろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　要約
　オフライン可能なモデルグラフを定義するための方法およびシステムである。この方法
の一実施形態では、モバイル装置によって要求が生成される。モバイル装置は、要求に対
する応答を受信する。モバイル装置は、モバイル装置のメモリに格納された複数のテーブ
ルを更新し、更新するステップは、応答のコンポーネントを複数のテーブルのうちの第１
のテーブルに追加するステップを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】モバイルＣＲＭを採用する例示的なシステムの関連コンポーネントを示すブロッ
ク図である。
【図２】図１で採用された例示的なサーバの関連コンポーネントのブロック図である。
【図３】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図で
ある。
【図４】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図で
ある。
【図５】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図で
ある。
【図６】例示的なモバイル装置の関連コンポーネントを示すブロック図である。
【図７Ａ】図６で採用されたモバイル装置上のメモリにおける例示的なデータストアを図
式化した図である。
【図７Ｂ】図６で採用されたモバイル装置上のメモリにおける例示的なデータストアを図
式化した図である。
【図７Ｃ】図６で採用されたモバイル装置上のメモリにおける例示的なデータストアを図
式化した図である。
【図７Ｄ】図６で採用されたモバイル装置上のメモリにおける例示的なデータストアを図
式化した図である。
【図８】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチャー
トである。
【図９】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図で
ある。
【図１０】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図
である。
【図１１】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチャ
ートである。
【図１２Ａ】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチ
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ャートの一部である。
【図１２Ｂ】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチ
ャートの一部である。
【図１３】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチャ
ートである。
【図１４】図６のモバイル装置によって実施されるプロセスの関連局面を示すフローチャ
ートである。
【図１５】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図
である。
【図１６】図１で採用されたモバイル装置上に表示される例示的なページを図式化した図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　異なる図面における同じ参照符号の使用は、同様または同一の項目を示す。
　詳細な説明
　今日のセールス労働力は、かつてないほどモバイルである。モバイルのセールス労働力
をよりよく支援するために、多くの企業がモバイルＣＲＭを採用しており、それは、ユー
ザが、モバイル装置上に表示されるユーザインターフェイスまたは「ビュー」を通して、
セールス案件（sales opportunities）、セールスアカウント、連絡先、行事予定などを
作成し、見直し、および／または更新するといったＣＲＭサービスをより効率的に使用で
きるようにする。
【０００７】
　図１は、モバイルＣＲＭを提供する例示的なシステム１００の関連コンポーネントをブ
ロック図の形で示す。システム１００は、サーバ１０６上で実行されるＣＲＭと無線デー
タ通信するモバイル装置（たとえば、スマートフォン）１０４を含む。ＣＲＭによって提
供されるサービスは、モバイル装置１０４によって表示されるビューを通してアクセスさ
れ得る。
【０００８】
　一実施形態では、ＣＲＭは、モデル・ビュー・コントローラ・アーキテクチャを実現す
る。ＣＲＭは、モバイル装置１０４によって表示され得るビューの基礎を形成する複数の
ページ定義を含む状態駆動アプリケーションを含む。モバイル装置１０４からのビュー要
求の受信に応答して、ＣＲＭは、論理データモデルからのコンポーネント（たとえば、ア
カウント名、連絡先名など）を、選択されたページ定義と併合または結合し、その結果が
、追加処理（たとえば、ユニバーサルリソースインジケータ（universal resource indic
ator：ＵＲＩ）挿入、アーカイビング、レンダリングおよび／またはシリアライゼーショ
ン（serialization））後に返答でビュー定義としてモバイル装置１０４に送信される。
モバイル装置１０４はビュー定義を受信し、表示のためにレンダリングする。説明の目的
のため、この開示は、モバイル装置によって受信されたどのビュー定義も、レンダリング
および次の表示のための状態にある併合されたコンポーネント（たとえば、アカウント名
、連絡先名など）を含む、と仮定する。モバイル装置は、ビュー定義が次の表示のために
レンダリングされる前に、前処理（たとえば、デシリアライゼーション、データ一致、ロ
ーカルストレージ更新など）を行なってもよい。
【０００９】
　図１を引き続き参照して、図２は、関連コンポーネントがブロック図の形で示されたサ
ーバ１０６の一例を示す。メモリ２０２は、ＣＲＭのためのアプリケーション定義を格納
する。アプリケーション定義はページ定義を含み、それらのうちのいくつかはメモリ２０
２に表わされる。論理データモデル内のミニアプリケーションまたは高レベルビジネスオ
ブジェクトへのユーザアクセスを可能にする、モバイル装置上での表示用のスプリングボ
ードビューをレンダリングするために、「スプリングボード」ページ定義が使用可能であ
る。アカウント、案件および連絡先の名前をそれぞれリストフォーマットで提示する、モ
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バイル装置上での表示用のビューをレンダリングするために、「アカウント集合（Accoun
ts）」、「案件集合（Opportunities）」および「連絡先集合（Contacts）」ページ定義
が使用可能である。アカウント、案件および連絡先についての詳細な情報をそれぞれある
フォームフォーマットで提供する、表示用のビューをレンダリングするために、「アカウ
ント（Account）」、「案件（Opportunity）」および「連絡先（Contact）」ページ定義
が使用可能である。アカウント、案件および連絡先についての情報をそれぞれユーザが編
集可能なフォームで提供する、表示用のビューをレンダリングするために、「アカウント
フォーム」、「案件フォーム」および「連絡先フォーム」ページ定義が使用可能である。
メモリ２０２における他のページ定義が考えられる。一般に、ページ定義は、論理データ
モデル２０４を、モバイル装置上に表示されるビューを介したモバイル装置のユーザによ
るやりとりにとってより好適なフォームへとレンダリングするために使用可能である。あ
る意味では、論理データモデル２０４は、アカウント集合、連絡先集合、案件集合などを
含むビジネスオブジェクトへのアクセスを提供しており、それらのうちのいくつかを図２
に示す。
【００１０】
　メモリ２０２におけるアプリケーション定義は、Ｊａｖａ（登録商標）サーバ・フェイ
シズ（Java Server Faces：ＪＳＦ）技術を使用して構築される状態駆動アプリケーショ
ンとして実現可能であるが、この発明はそれに限定されるべきでないということが理解さ
れるであろう。ＪＳＦは、ビューのためのページを作成するための再使用可能な標準コン
ポーネントを提供する。ＪＳＦは、ビュー定義を増強するための有用な特殊タグを提供す
る。以下により十分に説明されるように、この発明は、ビュー定義がモバイル装置に送信
される前に新しいタイプのタグ（たとえばＵＲＩ）をビュー定義に挿入することを可能に
する新しい特徴を用いて、ＪＳＦ（または、状態駆動アプリケーションを構築するための
同様の技術）を拡張することができる。これらの新しいタグは、以下により十分に説明さ
れるように、複数の特徴を可能にする。たとえば、モバイル装置が「オフライン」である
場合、またはＣＲＭとのデータ通信を欠く場合に、タグはモバイル装置がビューからモデ
ルデータを抽出することを可能にし、また、タグはモバイル装置がビューを表示すること
を可能にする。
【００１１】
　プロセッサ上で実行される命令の形を取り得る制御論理２０６は、アプリケーション定
義とデータ通信する。制御論理２０６は、インターフェイス２０８を介してモバイル装置
１０４からビュー要求を受信できる。ビュー要求の受信に応答して、制御論理２０６は、
返答を作成するのに適切なページ定義を選択するために、メモリ２０２におけるアプリケ
ーション定義またはビューナビゲーションスタック（図示せず）にアクセスしてもよい。
ページ定義は、ビュー要求に含まれる情報および他の情報に基づいて選択され得る。
【００１２】
　ページ定義は、論理データモデル２０４から返答を作成するために必要とされるコンポ
ーネント（たとえば、アカウント名、連絡先名など）を選択するために使用され得るメタ
データを含む。制御論理２０６は、必要とされるビューコンポーネントを検索するために
、論理データモデル２０４に呼出しを行なうことができる。制御論理２０６は次に、選択
されたページ定義を検索されたコンポーネントと結合または併合でき、その結果が、何ら
かの追加処理後に返答でビュー定義として要求元のモバイル装置に送信される。返答はま
た、以下により十分に説明されるアーカイブを含んでいてもよい。図３～５は、ＣＲＭか
らの返答での対応するビュー定義の受信に応答してモバイル装置１０４によって表示され
る例示的なビューを示す。
【００１３】
　図２を引き続き参照して、図３は、ユーザがＣＲＭとのモバイルセッションを初めて呼
出したことに応答してモバイル装置１０４のタッチセンシティブスクリーン３００上に表
示される例示的なビュー３０２を示す。より特定的には、ユーザがモバイルセッションを
最初に呼出すと、モバイル装置１０４は、スプリングボードビューに対する要求を生成し



(7) JP 6434964 B2 2018.12.5

10

20

30

て送信する。要求の受信に応答して、制御論理２０６は、メモリ２０２におけるスプリン
グボードページ定義を選択する。何らかの処理後、制御論理２０６は、返答でスプリング
ボードビュー定義をモバイル装置に送信する。返答を受信後、モバイル装置１０４は、ア
クション可能なスプリングボードビューコンポーネント３０６～３１０を有するビュー３
０２を受信し、次に表示する。
【００１４】
　スプリングボードビュー３０２がモバイル装置１０４によって表示されると、ユーザは
、スプリングボードビューコンポーネント３０６～３１０の起動を介して、モバイル装置
１０４上での表示用の追加のビューを要求できる。例示すると、ユーザは、見直しのため
に連絡先集合リストを検索するために、「連絡先集合」を起動できる。連絡先集合の起動
に応答して、モバイル装置１０４は、連絡先集合リストビューに対する要求を生成してＣ
ＲＭに送信する。ビュー要求は、ＣＲＭとモバイル装置１０４とのセッションを一意的に
識別するセッション識別または他の情報を含んでいてもよい。ＣＲＭおよび／または制御
論理２０６は、それぞれのモバイル装置のためのビューナビゲーションスタックを管理す
るためにセッション識別を使用でき、それらは次に、返答を形成するために必要とされる
適当なページ定義およびコンポーネントを選択するために使用され得る。
【００１５】
　例示された例を続けると、制御論理２０６は、モバイル装置１０４から連絡先集合リス
トビュー要求を受信し、それに応答して、メモリ２０２から連絡先集合リストページ定義
を選択する。制御論理２０６は、返答のために必要とされる、モデル２０４からのコンポ
ーネント（たとえば、連絡先名）を選択して併合する。コンポーネント選択は、選択され
たページ定義における情報および／または他の情報に基づいていてもよい。現在の例では
、制御論理２０６は、連絡先集合ページ定義によって直接的にまたは間接的に識別された
連絡先名を選択する。選択され検索されたコンポーネントは、ビュー定義を作成するため
に、制御論理２０６によって連絡先集合ページ定義と併合される。作成の際、ビュー制御
論理２０６はまた、ページ定義、ページ定義との併合のために選択されたコンポーネント
などに基づいてＵＲＩを選択的にかつ論理的に挿入してもよく、それからビュー定義は返
答でモバイル装置に送信される。制御論理２０６は、何らかの追加処理後に連絡先集合ビ
ュー定義を含む返答をモバイル装置１０４に送信する。この追加処理は、アーカイブを返
答に追加することを含んでいてもよい。アーカイブは、１つ以上の追加の既存ビュー定義
、または制御論理２０６によって作成されたビュー定義を含んでいてもよい。
【００１６】
　挿入されたＵＲＩを含む、返答でモバイル装置１０４に送信された例示的な連絡先集合
リストビュー定義の関連部分を、以下に提供する。
【００１７】
　連絡先集合リストビュー定義
【００１８】
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【数１】

【００１９】
　連絡先集合ビュー定義を含むことに加えて、制御論理２０６によって送信された返答は
、連絡先集合動的クライアントビュー（dynamic client view：ＤＣＶ）を含むアーカイ
ブも含んでいてもよい。以下により十分に説明されるように、ＤＣＶは、モバイル装置が
オフラインである間、またはＣＲＭとのデータ通信を欠く間に、モバイル装置上で実行さ
れると、モバイル装置が動的ビューを作成して表示することを可能にする、実行可能な命
令またはステートメント（たとえば、ＥＬステートメント）を含む。ＤＣＶは、モバイル
装置がオフラインモードにある間、モバイル装置が、ローカルに格納された連絡先集合、
アカウント集合、案件集合などのコンポーネントを（たとえばアルファベット順に）ソー
トして表示すること、ローカルに格納されたコンポーネントを検索してその結果を表示す
ることなどを可能にし得る。連絡先集合ビュー要求に対する例示された返答のアーカイブ
に含まれる例示的な連絡先集合ＤＣＶの関連部分を、以下に提供する。
【００２０】
　連絡先集合ＤＣＶ
【００２１】
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【数２】

【００２２】
　アーカイブのコンテンツは、少なくとも最初は、表示のためにレンダリングされていな
い。むしろ、それらは、以下により十分に説明されるように、モバイル装置上のメモリに
格納され得る。ＤＣＶはビュー定義として識別され得るが、ＤＣＶはレンダリングされず
、モバイル装置上に表示されない。むしろ、ＤＣＶは、モバイル装置がオフライン状態に
ある間、次のレンダリングおよび表示のためのビューを生成するために実行され得る。
【００２３】
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　図４は、モバイル装置１０４がＣＲＭから例示された返答を受信した後に表示する、例
示的な連絡先集合リストビュー４０２を示す。ビューに表示される多くのコンポーネント
は、アクション可能である。たとえば、「Labron James」というコンポーネントは、Labr
on Jamesについての連絡先詳細を提供する対応するビューを要求するために、ユーザ起動
され得る（たとえば「クリックされ得る」）。例示すると、起動に応答して、モバイル装
置１０４は、Labron James詳細ビューに対する要求を生成してＣＲＭに送信する。制御論
理２０６はこの要求を受信し、この要求における情報に基づいて連絡先ページ定義を選択
する。制御論理２０６は、連絡先ページ定義によって直接的にまたは間接的に識別された
コンポーネント（たとえば、連絡先に関連付けられたアカウント名）を選択する。選択さ
れたコンポーネントは連絡先ページ定義と併合され、ＵＲＩが追加され、その結果が何ら
かの追加処理後に返答でモバイル装置１０４に送信される。モバイル装置１０４によって
受信されたLabron Jamesについての例示的な連絡先ビュー定義の関連部分を、以下に提供
する。
【００２４】
　Labron James連絡先ビュー定義
【００２５】
【数３】

【００２６】
　図１および図２を引き続き参照して、図５は、モバイル装置１０４がＣＲＭから返答を
受信してレンダリングした後に表示するLabron James連絡先ビュー５０２の一例を示す。
ビュー５０２は、あるフォームフォーマットで表示された詳細連絡先コンポーネントを示
す。ビュー５０２は、図４に示すビュー４０２など、モバイル装置１０４によって表示さ
れる他のビューの外観および雰囲気を有する。たとえば、ビュー４０２および５０２は双
方とも、前のビューへと逆戻りしてナビゲートするために使用され得る「戻る」ボタンを
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含む。ビュー５０２の「戻る」ボタンが起動されると、モバイル装置１０４は、「戻る」
要求を生成してＣＲＭに送信するであろう。一実施形態では、いずれかのビューにおける
いずれかの「戻る」ボタンが起動されるたびに、同じ包括的な「戻る」要求がモバイル装
置１０４によって送信される。「戻る」要求に応答して、制御論理２０６は、ビューナビ
ゲーションスタックから最後の項目を取出すことができ、その項目はビュー５０２に関連
する情報を含む。次に、制御論理２０６は、最も新しく追加されたスタック項目における
ページ定義（たとえば、連絡先集合ページ定義）と、モデルからのコンポーネントとを使
用して、ビュー４０２をもたらした返答を再作成することができる。返答は、モバイル装
置１０４への次の送信のために再作成される。ビューの再表示は、その間に変化した論理
データモデルからのあらゆるコンポーネントを除き、同じであるべきである。
【００２７】
　上述の連絡先集合ビュー定義の例および連絡先集合ＤＣＶの例と同様に、Labron James
連絡先ビュー定義の例は、ビューＵＲＩ、ターゲットビューＵＲＩ、およびモデルＵＲＩ
などのＵＲＩを含む。より十分に説明されるように、モバイル装置１０４のようなモバイ
ル装置は、ビューのオフラインレンダリングおよび表示を可能にするために、上述の連絡
先集合ＤＣＶ、連絡先集合リストビュー定義、およびLaBron James連絡先ビュー定義の例
のようなＣＲＭからのビュー定義およびＤＣＶをローカルメモリに格納できる。
【００２８】
　ビューＵＲＩおよびターゲットビューＵＲＩは、ユーザのモバイル装置がオフラインで
ある間、ユーザが自分のモバイル装置上でビュー間をナビゲートできるようにする、ビュ
ー間の関係を定義するビューグラフを提供できる。ターゲットビューＵＲＩは、ビュー定
義内のアクション可能なコンポーネントにリンクされる。たとえば、上述の「Acme Bike 
Corp」というコンポーネントは、「view:/accounts/201#detail」というターゲットビュ
ーＵＲＩにリンクされる。モバイル装置がオフラインである間にユーザが表示されたビュ
ーコンポーネントをクリックすると、ターゲットビューＵＲＩにリンクされたビュー定義
がローカルメモリから検索され、次に表示のためにレンダリングされ得る。
【００２９】
　モデルＵＲＩは、モバイル装置１０４のメモリにおけるモデルグラフを可能にする。一
実施形態では、モデルグラフは、ＳＱＬステートメントによってアクセス可能なデータベ
ーステーブルの形を取ってもよい。モデルグラフは、モバイル装置１０４がオフラインで
ある間、モバイル装置が、複合ビュー定義を作成すること、コンポーネントを検索して結
果を表示すること、コンポーネントをソートして結果を表示すること、コンポーネントを
一致させることなどをできるようにする。
【００３０】
　大抵の場合、図１に示すモバイル装置１０４などのモバイル装置は、サーバ１０６上で
実行されるＣＲＭなどのＣＲＭとデータ通信する。「オンライン」またはデータ通信中、
モバイル装置は、次のレンダリングおよび表示のためにＣＲＭからビュー定義を受信でき
る。しかしながら、ＣＲＭとモバイル装置とのデータ通信は、自発的にまたは非自発的に
中断される場合がある。たとえば、モバイル装置１０４は、ユーザが無線通信を自発的に
不能にできるようにする特徴（たとえば「機内モード」）を有する場合があり、または、
モバイル装置は、通信塔から遠過ぎて無線信号通信を交換できない場合がある。
【００３１】
　図６は、この発明の一実施形態に従った、ＣＲＭデータおよび／またはサービスへのオ
フラインアクセスを可能にするモバイル装置１０４の関連コンポーネントを示す。より特
定的には、図６は、ビューコントローラ６０２およびモバイルＣＲＭクライアント６０６
とデータ通信するビュー要求ハンドラ６０４をブロック図の形で示す。一実施形態では、
コンポーネント６０２～６０６は、モバイル装置１０４の１つ以上のプロセッサ上で実行
される命令の形を取ってもよい。加えて、図６は、ファイルシステム６１２とデータスト
ア６１４とを格納するように構成されたメモリ６１０を示す。一実施形態では、ファイル
システム６１２はビューコントローラ６０２によってアクセス可能であり、それぞれのＵ
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ＲＬまたはアドレスによって識別されたそれぞれのファイルにビュー定義を格納するよう
に構成される。データストア６１４は、以下により十分に説明されるビューテーブルなど
の１つ以上のテーブルを格納するデータベースの形を取ってもよい。データベーステーブ
ルはビューコントローラ６０２によってアクセス可能であり、上述のモデルグラフを格納
するように構成される。
【００３２】
　図７Ａは、初期状態または空の状態でデータストア６１４に格納された、テーブル７０
２～７２０を含む例示的なテーブルを示す。他の実施形態では、追加のまたはより少ない
テーブルが考えられる。ビューテーブル７０２は、ビューＵＲＩを、ビューＵＲＩに対応
するビュー定義を格納するファイルシステム６１２におけるファイルのためのＵＲＬにマ
ッピングする。テーブル７０４～７２０は、モデルＵＲＩを格納する。収集テーブル７０
４およびエンティティテーブル７０６といった、これらのテーブルのうちのいくつかは、
モデルＵＲＩを１つだけ有するエントリを含む。残りのテーブル７１０～７２０は、モデ
ルＵＲＩを、他のモデルＵＲＩ、値（たとえば、ビューコンポーネント）、および／また
はビューＵＲＩにマッピングするエントリを含む。たとえば、フィールドテーブル７１０
は、フィールドＵＲＩを、フィールド名ＵＲＩ、コンポーネント値、およびソースＵＲＩ
にマッピングする。なお、フィールドテーブル７１０内では、フィールドＵＲＩは、値ま
たはソースＵＲＩのいずれかにマッピングされるが、双方にはマッピングされない。収集
＿エンティティテーブル７１２、エンティティ＿フィールドテーブル７１４、収集＿ビュ
ーテーブル７１６、およびエンティティ＿ビューテーブル７２０は、モデルＵＲＩまたは
ビューＵＲＩをマッピングする１対多の交差テーブルである。これらのテーブルは、それ
らのタイトルによって示されるようにＵＲＩをマッピングする。言い換えれば、収集＿エ
ンティティテーブル７１２は収集ＵＲＩをエンティティＵＲＩにマッピングし、エンティ
ティ＿ビューテーブル７２０は、エンティティＵＲＩをビューＵＲＩにマッピングする。
【００３３】
　モバイルＣＭＲクライアント６０６は、表示されたアクション可能なビューコンポーネ
ントのユーザ起動に応答して、上述の連絡先集合リストビューに対する要求など、ビュー
に対する要求を生成する。モバイル装置１０４がオンラインであるかまたはサーバ１０６
とデータ通信する場合、要求ハンドラ６０４は要求を受信して、要求をＣＲＭに転送する
ように構成される。その他の場合、以下により十分に説明されるように、要求ハンドラ６
０４はビュー要求をビューコントローラ６０２に転送する。
【００３４】
　図８は、ＣＲＭデータおよび／またはサービスへのオフラインアクセスを可能にするた
めにビューコントローラ６０２および要求ハンドラ６０４によって採用される例示的なプ
ロセスを示す。このプロセスは、モバイル装置１０４のユーザがレンダリングされたビュ
ー定義の表示されたアクション可能なビューコンポーネントを起動する（たとえばクリッ
クする）と、始まる。起動されたビューコンポーネントは、ターゲットビューＵＲＩを介
して別のビュー定義にリンクされると仮定される。ユーザ起動に応答して、モバイルＣＲ
Ｍ６０６は、起動されたビューコンポーネントに対応するビュー要求を生成する。起動さ
れたコンポーネントにリンクされたビュー定義が、要求ハンドラ６０４によって受信され
た要求に含まれていてもよい。
【００３５】
　ビュー要求が受信されると、要求ハンドラ６０４は、モバイル装置１０４がオンライン
モードで動作するかオフラインモードで動作するかを判断する。モバイル装置１０４がオ
ンラインモードで動作する場合、プロセスは、要求ハンドラ６０４がビュー要求をサーバ
１０６に送信するステップ８０６に進み、最終的に、ビューコントローラ６０２は、要求
されたビューのためのビュー定義を含む返答を受信するであろう。加えて、返答は、上述
の例示的な連絡先集合ＤＣＶなどのＤＣＶを含む追加のビュー定義を含むアーカイブを含
んでいてもよい、最初、アーカイブ内に含まれるビュー定義は表示されない。しかしなが
ら、それらは、受信されると、データストア６１４および／またはファイルシステム６１
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２を更新するために使用される。
【００３６】
　ステップ８１０で、ビューコントローラ６０２は、ファイルシステム６１２およびデー
タストア６１４を返答ビュー定義のコンテンツで更新する。ファイルシステム６１２およ
びデータストア６１４をビュー定義のコンテンツで更新するための例示的な手順は、図１
１および図１２を参照してより十分に説明されるであろう。ビューコントローラ６０２が
ファイルシステム６１２およびデータストア６１４を一旦更新すると、図８に示すプロセ
スは、返答がアーカイブを含むかどうかをビューコントローラ６０２が判断するステップ
に進む。アーカイブが返答に含まれる場合、ビューコントローラ６０２は、図１１および
図１２に示すプロセスを使用して、ファイルシステム６１２およびデータストア６１４を
アーカイブにおける各ビュー定義で更新する。返答がアーカイブを欠く場合、８１６に示
すように、返答のビュー定義は、レンダリングおよび次の表示のためにモバイルＣＲＭク
ライアント６０６に提示され、プロセスは終了する。
【００３７】
　オフラインモードにある間にプロセスハンドラ６０４がモバイルＣＲＭクライアント６
０６からビュー要求を受信すると、要求ハンドラ６０４は要求をビューコントローラ６０
２に転送し、それは次に、ビュー要求のビューＵＲＩにマッピングされたＵＲＬを読出す
ためにビューテーブル７０２にアクセスする。このＵＲＬを使用して、ＵＲＬによって識
別されたファイルに含まれるビュー定義がファイルシステム６１２から読出され、ビュー
コントローラ６０２に提供される。ステップ８２２に示すように、ビューコントローラ６
０２は、ビュー定義がＤＣＶであるかどうかを判断する。ＤＣＶではない場合、ビューコ
ントローラ６０２は、レンダリングおよび表示のためにビュー定義をモバイルＣＲＭクラ
イアントに転送する。一実施形態では、ビューコントローラがビュー定義を転送する前に
、ビューコントローラ６０２は、以下により十分に説明されるような図１４に示す例示的
な一致プロセスなどの一致プロセスを使用して、ビュー定義におけるコンポーネントをデ
ータストア６１４におけるコンポーネントと一致させることができる。
【００３８】
　ファイルがＤＣＶを含む場合、図８に示すプロセスは、ＤＣＶがビューコントローラ６
０２によって実現されるステップ８２４に進む。図示されていないものの、ビューコント
ローラは、ＤＣＶの命令を実行するエンジン（たとえば、ＥＬエンジン）を含んでいても
よい。さらに、図示されていないものの、ビューコントローラ６０２は、データストア６
１４内のテーブルにアクセスするために使用されるクエリー（たとえば、ＳＱＬクエリー
）を生成するデータベース管理システムを含んでいてもよい。これらのクエリーのうちの
いくつかは、ＥＬエンジンによって実行された命令に従って、ＥＬエンジンによって生成
され得る。ＤＣＶを実行する間、ビューコントローラ６０２は結果ビュー定義を生成でき
、それは次に、次のレンダリングおよび表示のためにモバイルＣＲＭ６０６に提供される
。
【００３９】
　上述のように、図１１および図１２は、図８のステップ８１０または８１４でのファイ
ルシステム６１２およびデータストア６１４を更新するための例示的なプロセスを示す。
図１１におけるプロセスは、ビューテーブル７０２およびファイルシステム６１２を更新
するために使用される。図１２におけるプロセスは、データストア６１４におけるテーブ
ルを更新するために使用される。
【００４０】
　図１１に示すプロセスは、ビューコントローラ６０２がビューテーブル７０２にアクセ
スして、それがビュー定義の各ターゲットビューＵＲＩのためのエントリを含むかどうか
を判断することで始まる。ステップ１１０４で、ビューコントローラは、ビュー定義内に
含まれる各新規ターゲットビューＵＲＩのために、ビューテーブル７０２において新規エ
ントリを作成する。言い換えれば、ビューテーブル７０２がビュー定義のターゲットビュ
ーＵＲＩのためのエントリを欠く場合、ビューコントローラ６０２は、新規ターゲットビ
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ューＵＲＩが追加されるビューテーブルにおいて新規エントリを作成する。最終的に、ビ
ュー定義のターゲットビューＵＲＩが処理された後で、プロセスは、ビューテーブルがビ
ュー定義のためのビューＵＲＩを含むかどうかをビューコントローラ６０２が判断するス
テップ１１０６に進む。ビューテーブルがこのＵＲＩを欠く場合、ビューコントローラは
、ビューＵＲＩが追加されるビューテーブルにおいて新規エントリを作成する。ビューコ
ントローラ６０２は、当該ビュー定義のコピーをファイルシステム６１２に格納する。ビ
ューコントローラ６０２は次に、ビューＵＲＩを、ビュー定義コピーが格納されたファイ
ルのためのＵＲＬにマッピングする。その後、プロセスは図１２に進み、それは以下によ
り十分に説明される。
【００４１】
　しかしながら、ステップ１１０６で、ビューテーブル７０２がビュー定義のためのビュ
ーＵＲＩを含むと判断される場合、プロセスは、ビューコントローラ６０２がビューテー
ブルにアクセスして、ＵＲＬがビュー定義のためのＵＲＩにマッピングされているかどう
かを確かめるステップ１１２０に進む。このＵＲＩにマッピングされたＵＲＬがある場合
、プロセスは、ＵＲＬによって識別されたコンテンツがビュー定義で上書きされるステッ
プ１１２６に進む。なお、このステップでは、上述の例示的な連絡先集合ＤＣＶなどのＤ
ＣＶが、上述の連絡先集合リストビュー定義の例などのビュー定義を上書きしてもよい（
双方の定義がサーバ１０６からの同じ返答に含まれる場合）。
【００４２】
　ビューテーブルがビュー定義のビューＵＲＩにマッピングされたＵＲＬを欠く場合、ビ
ューコントローラ６０２はＵＲＬによって識別されたファイルにビュー定義を格納し、ビ
ューコントローラ６０２はビューテーブルにおいてＵＲＬをビューＵＲＩにマッピングす
る。ステップ１１２４の後、またはステップ１２２６でのビュー定義の前のバージョンの
上書きに応答して、ビューコントローラ６０２は、以下により十分に説明される図１２に
示すプロセスに従って、ビュー定義のモデルＵＲＩを処理する。
【００４３】
　図１２は、モデルＵＲＩテーブルをビュー定義のコンテンツで更新するための例示的な
プロセスを示す。モデルテーブルは、オフライン検索、オフラインソーティング、オフラ
インコンポーネント一致、動的ビューのオフライン作成などを含む、オフラインモバイル
ＣＲＭ処理の多くの特徴を可能にする。上述の例示的なLabron James連絡先定義に関して
、図１２のプロセスは、ビューコントローラ６０２がビュー定義の第１のエントリ（たと
えば、コンポーネント「Labron James」を含むエントリ）を選択すると始まる。なお、一
実施形態では、ビュー定義の各エントリは、「Labron James」などの単一のビュー定義コ
ンポーネントを含む。
【００４４】
　ステップ１２０４で、ビューコントローラ６０２は、選択されたコンポーネントの第１
のモデルＵＲＩを選択する。これは、フィールドＵＲＩ、フィールド名ＵＲＩ、ソースＵ
ＲＩ、エンティティＵＲＩ、または収集ＵＲＩであり得る。他のモデルＵＲＩが考えられ
る。ビューコントローラ６０２は、選択されたモデルＵＲＩのタイプを判断できる。選択
されたモデルＵＲＩがフィールドＵＲＩである場合、プロセスは、ビューコントローラ６
０２が選択されたモデルＵＲＩをフィールドＵＲＩとしてフィールドテーブル７１０に追
加する（テーブルが、選択されたモデルＵＲＩを有するエントリを既に含む場合を除く）
ステップ１２１０に進む。ステップ１２１２で、ビューコントローラは、選択されたエン
トリがソースフィールドＵＲＩを含むかどうかをステップ１２１２で判断する。含まない
場合、ビューコントローラ６０２は、選択されたビュー定義エントリのコンポーネント値
およびフィールド名ＵＲＩをフィールドＵＲＩに追加してマッピングする。
【００４５】
　ステップ１２１２で、選択されたビュー定義エントリがソースフィールドＵＲＩを有す
るとビューコントローラ６０２が判断した場合、ステップ１２１４～１２２０が実施され
る。これらのステップは、以下により十分に説明されるであろう図１４に示すプロセスに



(15) JP 6434964 B2 2018.12.5

10

20

30

40

50

従って値を一致させるようにフィールドテーブルを構成する。ステップ１２１４で、ビュ
ーコントローラ６０２は、必要であれば、フィールドテーブルにおいてソースフィールド
ＵＲＩをフィールドＵＲＩにマッピングする。なお、図１２内に示すプロセスの以前の実
施により、ステップ１２１４より前に、テーブル内においてフィールドＵＲＩがソースＵ
ＲＩにマッピングされてもよい。ステップ１２１６で、ビューコントローラ６０２は、選
択されたエントリのソースフィールドＵＲＩをフィールドＵＲＩとしてフィールドテーブ
ルに追加する（ステップ１２１６より前にソースフィールドＵＲＩがフィールドＵＲＩと
してビューテーブルに存在する場合を除く）。ステップ１２２０で、選択されたビュー定
義エントリのコンポーネントおよびそのフィールド名ＵＲＩが、フィールドＵＲＩ列にソ
ースフィールドＵＲＩを含むビューテーブルエントリに追加される。一実施形態では、フ
ィールドテーブルにおける既存のコンポーネント値は、選択されたエントリのコンポーネ
ント値で更新される（これらのコンポーネント値が異なる場合）。ステップ１２２０また
は１２２６に応答して、ビューコントローラ６０２は、選択されたモデルＵＲＩを選択さ
れたビュー定義エントリのエンティティＵＲＩにマッピングするエンティティ＿フィール
ドテーブル７２４に、新規エントリを追加する（エントリが以前にテーブルに含まれてい
た場合を除く）。
【００４６】
　ステップ１２０６で、選択されたモデルＵＲＩがフィールドＵＲＩではないと判断され
た場合、プロセスは、選択されたモデルＵＲＩが収集ＵＲＩであるかどうかをビューコン
トローラ６０２が判断するステップ１２２４に進む。収集ＵＲＩである場合、ビューコン
トローラはステップ１２２８～１２３２を実施する。収集ＵＲＩではない場合、プロセス
は、選択されたＵＲＩがエンティティＵＲＩであるかどうかをビューコントローラ６０２
が判断するステップ１２３４に進む。この条件が満たされると仮定すると、ステップ１２
３６～１２４２が実施される。エンティティＵＲＩではない場合、またはステップ１２４
２の実施に応答して、ステップ１２４４でビューコントローラ６０２は、選択されたビュ
ー定義エントリ内に追加のモデルＵＲＩが含まれるかどうかを判断する。別のモデルＵＲ
Ｉがある場合、それはステップ１２５０で選択され、ステップ１２０６～１２４４が、新
たに選択されたモデルＵＲＩで繰り返される。選択されたビュー定義エントリにモデルＵ
ＲＩがこれ以上ない場合、ビューコントローラ６０２は、ビュー定義が追加のエントリを
含むかどうかを判断する。追加のエントリを含む場合、ステップ１２５２で次のエントリ
が選択され、ステップ１２０４～１２４６が、新たに選択されたビュー定義エントリで繰
り返される。
【００４７】
　図７Ｂは、ビューコントローラ６０２が図８、図１１および図１２に従って上述の例示
的な連絡先集合リストビュー定義の例を処理した後の、図７Ａにおけるデータストアを示
す。連絡先集合リストビュー定義の例を含む例示された例の返答は、上述の例示的なＤＣ
Ｖを有するアーカイブも含む。図８の処理に従って、ＵＲＬ＝file://…contacts#listに
よって識別されたファイルは、最初は連絡先集合リストビュー定義を含むものの、後で例
示的なＤＣＶで上書きされるであろう。図７Ｃは、ビューコントローラ６０２が図８、図
１１および図１２に従って上述の例示的なLabron James連絡先ビュー定義を処理した後の
、図７Ｂにおけるデータストアを示す。
【００４８】
　図７Ｃには図示されていないが、モバイル装置１０４のファイルシステム６１２は、図
３に示すスプリングボードビューのためのビュー定義を格納する。モバイル装置１０４が
オフラインモードにある間、このビュー定義はレンダリングされ、モバイル装置１０４上
に表示され得る。この表示されたスプリングボードビューは、図３に示すものと同様であ
るべきである。ビューコントローラ６０２、ファイルシステム６１２、およびデータスト
ア６１４は、モバイル装置１０４上でのビューのオフライン表示を含むオフラインＣＲＭ
サービスを可能にする。例示するために、モバイル装置１０４がオフラインモードにある
間、モバイル装置１０４のユーザがスプリングボードの「連絡先集合」（図３参照）を起
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動すると仮定する。これに応答して、モバイルＣＲＭクライアント６０６は、連絡先集合
ビュー定義に対する要求を生成する。この要求は、レンダリングされたスプリングボード
ビュー定義の連絡先集合ビューコンポーネントにリンクされたビューＵＲＩ（すなわち、
views://contacts#list)を含むであろう。モバイル装置１０４はオフラインであるため、
要求ハンドラ６０４は、図８に示すプロセスに従って、モバイルＣＲＭクライアントから
ビューコントローラ６０２に要求を転送するであろう。これに応答して、ビューコントロ
ーラ６０２は、要求のビューＵＲＩ（すなわち、views://contacts#list）にマッピング
されているＵＲＬ（すなわち、file://...contacts#list）を読出すために、図７Ｃに示
すビューテーブル７０２にアクセスする。ビューコントローラ６０２は、マッピングされ
たＵＲＬで格納された連絡先集合リストビュー定義を検索する。しかしながら、このビュ
ー定義はＤＣＶ（すなわち、上述の例示的な連絡先集合ＤＣＶ）である。ビューコントロ
ーラは、以下により十分に説明されるであろう図１３に示されるプロセスに従って、この
ＤＣＶを実現できる。究極的には、ビューコントローラは結果ビュー定義を生成するであ
ろう。それは最終的に、レンダリングおよび表示のためにモバイルＣＲＭクライアント６
０６に転送される。
【００４９】
　図９は、モバイル装置１０４によって表示される例示的な連絡先集合リストビューを示
す。ビュー定義がレンダリングされ、表示される前に、ビューコントローラ６０２は、Ｕ
ＲＬにマッピングされている、ビュー定義におけるターゲットビューＵＲＩを識別するた
めに、ビューテーブル７０２にアクセスできる。表示されたビュー定義は、アクション可
能なビューコンポーネント、すなわち、ビューテーブル７０２においてＵＲＬにマッピン
グされているとしてビューコントローラ６０２によって以前に識別されたターゲットビュ
ーＵＲＩにマッピングされたコンポーネントを識別する視覚表示を含むであろう。一実施
形態では、表示されたアクション可能なビューコンポーネントは、モバイル装置１０４に
よって太字で示される。図９に示す例では、LaBron James連絡先ビューコンポーネントが
太字で示されており、こうしてこのコンポーネントがアクション可能であることを示す。
【００５０】
　図９に表示されたLaBron Jamesコンポーネントなどのアクション可能なコンポーネント
をユーザが起動するのに応答して、図８に示すプロセスに従って作用するモバイルＣＲＭ
６０６は、LaBron James連絡先定義ビューに対するビュー要求を生成する。この要求は、
レンダリングされ、表示された連絡先集合リストビュー定義内の「LaBron James」コンポ
ーネントにリンクされたビューＵＲＩ（すなわち、view//contacts/101#detail）を含む
であろう。モバイル装置１０４はオフラインであるため、この要求はビューコントローラ
６０２に提供され、それは次に、マッピングされたＵＲＬ（すなわち、file://...contac
ts/101#detail）でファイルシステム定義からLaBron James連絡先ビュー定義を読出す。
この連絡先ビュー定義は、次のレンダリングおよび表示のためにモバイルＣＲＭクライア
ント６０６に転送される。図１０は、モバイル装置１０４がオフラインモードにある間に
モバイル装置１０４によって表示されるLaBron James連絡先ビューを示す。
【００５１】
　モバイル装置がオフラインモードで動作する間、次のレンダリングおよび表示のための
ビュー定義を生成するために、ＤＣＶがビューコントローラ６０２によって実行され得る
。ビュー定義は、モバイル装置１０４を介してユーザによって提供される入力に依存する
場合があり、ビューコントローラ６０２上で実行されるＤＣＶへの異なる入力は、異なる
ビュー定義をもたらす場合がある。ＤＣＶを実行する際、ビューコントローラ６０２は、
何らかの選択基準（すべての連絡先、または「Ｌ」で始まるすべての連絡先を選択するな
ど）に従って、フィールドテーブル７１０の値列からコンポーネントを選択し、オプショ
ンで選択されたコンポーネントを別の基準に従ってソートし（たとえば、アルファベット
順にソートし）、選択されたコンポーネントをそれぞれ含むエントリを用いて結果ビュー
定義を作成することができる。一旦作成されると、結果ビュー定義は、モバイル装置１０
４上での表示のためにレンダリングされ得る。図９は、ビューコントローラ６０２が上述
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の例示的なＤＣＶを実現するのに応答して表示された例示的なビューを示す。
【００５２】
　図１３は、上述の例示的なＤＣＶなどのＤＣＶの実現に応答してビューコントローラ６
０２によって行なわれる例示的なプロセスを示す。図８のステップ８２０に従ってＤＣＶ
がファイルシステム６１２から読出されると、ステップ１３０２に示すように、ビューコ
ントローラ６０２は収集＿エンティティテーブルにアクセスして、ＤＣＶにおいて特定さ
れた収集ＵＲＩにマッピングされたすべてのエンティティＵＲＩを収集する。例示すると
、上述の例示的なＤＣＶにおける特定された収集ＵＲＩは、「連絡先集合」である。ステ
ップ１３０４で、ビューコントローラ６０２はエンティティ＿フィールドテーブルにアク
セスして、ステップ１３０２で収集されたエンティティＵＲＩにそれぞれマッピングされ
たフィールドＵＲＩを収集する。フィールドＵＲＩのこの収集は、結果ビュー定義に配置
され得る１つ以上のコンポーネントを識別するために使用され得る。
【００５３】
　図９に示すビューなどのいくつかのオフラインビューでは、ユーザが検索語を入力でき
る検索フィールドが利用可能である。検索語を入力し、検索ボタンを起動した後で、検索
語は、図１３に示すプロセスで使用するためにビューコントローラ６０２に提供される。
より特定的には、ビューコントローラ６０２はフィールドテーブル７１０にアクセスして
、ステップ１３０４からのフィールドＵＲＩによって識別され、かつモバイル装置１０４
のユーザによって入力された検索語を満たすコンポーネントを、値列から収集する。検索
語がユーザによって入力されていない場合、ヌルが仮定され、ステップ１３０６で、ビュ
ーコントローラは、ステップ１３０４で収集されたフィールドＵＲＩにそれぞれマッピン
グされた値をすべて収集する。ヌルの検索語が使用される場合、ビューコントローラ６０
２は、ステップ１３０６で収集されたコンポーネントをソートしてもよい。一実施形態で
は、コンポーネントはアルファベット順にソートされる。
【００５４】
　ステップ１３０６で収集された値ごとに、ビューコントローラは結果ビュー定義におい
てエントリを作成し、ステップ１３０６で収集されたそれぞれのコンポーネントを追加す
る。ステップ１３１２で、ビューコントローラ６０２はフィールドテーブル７１０にアク
セスして、ステップ１３０６で収集されたコンポーネントにそれぞれマッピングされたエ
ンティティＵＲＩを収集する。その後、ビューコントローラ６０２はエントリ＿ビューテ
ーブル７２０にアクセスして、ステップ１３１２で収集されたエンティティＵＲＩにそれ
ぞれマッピングされたビューＵＲＩを収集する。ビューテーブル７０２は、ステップ１３
１４で収集されたビューＵＲＩにそれぞれマッピングされたＵＲＬがあれば、それらを収
集するためにアクセスされ、これらのＵＲＬは、アクション項目として、結果ビュー定義
の適切なエントリに追加される。最終的に、最重要コンポーネントおよびコマンドコンポ
ーネントも、結果ビュー定義のエントリに追加される。結果ビュー定義は、レンダリング
および表示のために、ビューコントローラ６０２によってモバイルＣＲＭクライアントに
提供される。
【００５５】
　上述のように、モバイル装置１０４は、ＤＣＶビューを処理しない場合でも、データス
トア６１４における最近または最新のコンポーネントがユーザに提示されることを保証す
るように、ビューコンポーネントを一致させることができる。図１４は、ビューをレンダ
リングし、表示する際にコンポーネントを一致させるためにビューコントローラ６０２に
よって実施される例示的なプロセスを示す。このプロセスは、図８のステップ８１６また
は８３０でビューコントローラがレンダリングおよび表示のために要求されたビュー定義
をモバイルＣＲＭクライアント６０６に転送する前に、ビューコントローラによって実施
され得る。図１４に示すプロセスを例示するために、モバイル装置１０４が、上述の例示
的な連絡先集合リストビュー定義および例示的なLabron James連絡先ビュー定義を受信し
た後に、サーバ１０６から以下の例示的なアカウントビュー定義を受信すると仮定する。
【００５６】
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　Acme Corpビュー定義
【００５７】
【数４】

【００５８】
　Acme Corpビュー定義は、図８、図１１および図１２に示すプロセスに従って、ビュー
コントローラ６０２によって処理される。図７Ｄは、ビューコントローラ６０２が図１２
に示すプロセスに従って上述の例示的なAcme Corp連絡先ビュー定義を処理した後の、図
７Ｃにおけるデータストア６１４を示す。図１２に示すプロセスを実行する際、ビューコ
ントローラ６０２は、図７Ｄに示すように「Acme Bike Corp」を「Acme Corp」で上書き
することによってフィールドテーブル７１０を更新する。図１５は、例示的なAcme Corp
ビュー定義に対応するビューを示す。このビューは、Labron Jamesが、図１０に示すよう
な「Acme Bike Corp」ではなく、「Acme Corp」の連絡先であることを示す。
【００５９】
　モバイル装置１０４が次にオフラインになり、ユーザがスプリングボードビューの「連
絡先集合」コンポーネントを起動し、次に、連絡先集合の起動に応答して表示される連絡
先集合リストビューの「Labron James」コンポーネントを起動する、と推測する。モバイ
ル装置１０４は、図８に示すプロセスを実施し、ステップ８３０に示すようにファイルシ
ステム６１２から読出されたビュー定義をレンダリングすることができる。しかしながら
、ビュー定義がレンダリングおよび表示のために転送される前に、ビューコントローラ６
０２は、図１４の一致プロセスを行なう。図１６は、図１４に示すプロセスを実施した後
のビューを示す。図示されるように、アカウント名は、図１０に示すような「Acme Bike 
Corp」ではなく、「Acme Corp」になるように更新されている。
【００６０】
　モバイル装置１０４は、ユーザがいくつかの関連するビュー定義をダウンロードしてロ
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ーカルに格納することを可能にする、「エクスポート・データ」と呼ばれる特徴を有して
いてもよい。たとえば、ユーザは、特定のアカウントに関連付けられたビュー（連絡先、
案件、行事予定など）のための大抵のまたはすべてのビュー定義をダウンロードしようと
してもよい。これらのビュー定義、またはそれらのコンポーネントは、オフラインモード
にある間にモバイル装置１０４によってレンダリングされ、表示され得る。このため、ユ
ーザがこの特徴を起動すると、モバイル装置は、たとえばアカウントに対するビュー要求
、およびすべての関連付けられたビュー定義を生成できる。サーバ１０６は、アカウント
ビュー定義を含む返答と、アカウントに関連付けられたそれぞれの連絡先、案件などのた
めのビュー定義を含むアーカイブとを、モバイル装置に送信するであろう。ビューコント
ローラ６０２は、図１１および図１２に示すプロセスに従って、ファイルシステム６１２
およびデータストア６１４をアーカイブのビュー定義のコンテンツで更新できる。
【００６１】
　いくつかの実施形態に関連してこの発明を説明してきたが、この発明は、ここに述べら
れた特定の形に限定されるよう意図されてはいない。逆に、この発明は、そのような代替
、修正および均等物を、添付された請求項によって定義されるようなこの発明の範囲に妥
当に含まれ得るとして網羅するよう意図されている。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図７Ｃ】 【図７Ｄ】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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